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「空飛ぶクルマ」の運航実現に向けた取組
和歌山県の紹介・背景

▶人 口:891,620人
（令和5年10月1日時点推計）

▶総 面 積:4,724.68 ㎢

▶海岸線の延⾧:651.4 ㎞
白良浜（白浜町） 那智の滝（那智勝浦町）

アドベンチャーワールド（白浜町）

奥の院（高野町）

渡瀬温泉（田辺市）

和歌山城（和歌山市）

▶位置

高野町
和歌山市

那智勝浦町田辺市

白浜町

南紀白浜空港

奈良県
大阪府

三重県

豊富な
観光資源

和歌山市 ↔ 那智勝浦町
車で約3時間 (;゜ロ゜)



「空飛ぶクルマ」の運航実現に向けた取組
課題・目的

人口減少・高齢化の進展 人口減少に伴う
生活機能の低下

経済を支える
労働力の減少 大規模自然災害の脅威

課題

「空飛ぶクルマ」の運航実現により、
▶ 多様な観光資源を活かす新しい移動手段としての活用
▶ 離島や山間部での交通課題の解決
▶ 高度な技術を活かした「空飛ぶクルマ」関連の新産業による新たな労働力を域外から確保
▶ 医療活動や災害時の救助活動、支援物資の搬入などへの活用
などが期待される。

目的

出典:経済産業省ウェブサイト（https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/robot/181220uamroadmap.html）



「空飛ぶクルマ」の運航実現に向けた取組
取組・事業内容

これまで
の取組

▶ 令和５年度

• 「空飛ぶクルマ」運航実現に向けた和歌山県版ロードマップ策定

• 離着陸場候補地調査

• 社会受容性の調査（県民アンケート、事業者ヒアリングなど）

• 社会受容性向上のためイベント等へのブース出展（VR体験など）

事業内容 「空飛ぶクルマ」の運航実現に向け、ロードマップに沿って、離着陸場の適地調査や県内の社会受容性

向上のために県民や事業者に向けた情報発信、実証実験を実施する。

寄附金の
活用方法

• 離着離場候補地の調査に要する費用（事前調査、現地調査等）

• 社会受容性の調査に要する費用（県民・事業者などに対する情報発信、アンケート調査等）

• 実証実験や社会受容性の向上に要する費用（実証実験、イベントの実施等）

① 地域課題の解決への貢献
② 先進技術の実証事業への参画
③ 企業様とのパートナーシップ構築による新事業の可能性
④ SDGs、CSRの推進に寄与

ご寄付いただける企業様のメリット 【お問い合わせ先】
和歌山県 商工観光労働部 万博推進課
Tel:073-441-2702
Mail:e0604001@pref.wakayama.lg.jp



2023年度
（令和5年度）

2024年度
（令和6年度）

2025年度
（令和7年
度）

2026年度～2029年度
（令和8～11年度）

2030年度以降
（令和12年度）以降

和歌山県の構想

和
歌
山
県
の
取
組

「空飛ぶクルマ」運航実現に向けた和歌山県版ロードマップ・アクションプラン

発展期

アクションプラン３
役割の明確化
県内外の自治体との連携
新たな産業創出に向けた事業者との連携

アクションプラン５
先端技術との連携
宇宙産業との連携

アクションプラン2
県民・事業者などに対する情報発信

アクションプラン1
実証実験に向けた体制整備
実証実験に向けた環境整備

アクションプラン４
離着陸場の設置可能性調査
飛行ルート等の検討

環
境
整
備
の
実
現
・
社
会
的
受
容
水
準
の
達
成

先端技術等との連携

離着陸場の適地調査

ステークホルダー
との連携

社会受容性の向上

実証実験に向けた
体制・環境の整備

（2030年以降）
成⾧期

（大阪・関西万博～2030年まで）
導入期

（現在～大阪・関西万博まで）

大
阪
・
関
西
万
博

空飛ぶクルマの運航実現によ
り、

・観光誘客促進
・近隣府県とのネットワーク
の拡大

・医療搬送、災害救助等での
実用化

・空飛ぶクルマ離発着場を拠
点としたまちづくり

・新たなビジネスの創出

など地方創生に取り組んでいき
ます!

「空飛ぶクルマ」の運航実現に向けた取組
Appendix, 「空飛ぶクルマ」運航実現に向けた和歌山県版ロードマップ・アクションプラン


